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主な特長：　主な特長：　

● ● 温度または相対湿度・温度・露点のデータを記録温度または相対湿度・温度・露点のデータを記録

● ● 本体固定型プローブまたはケーブル付分離型プローブ本体固定型プローブまたはケーブル付分離型プローブ

●  ●  マニュアル（ディレー時間設定可能）または、予めプログラムされた日時マニュアル（ディレー時間設定可能）または、予めプログラムされた日時

での自動ロギングスタートでの自動ロギングスタート

● ● しきい値が設定可能な測定値アラームしきい値が設定可能な測定値アラーム

● ● ＵＳＢ出力ＵＳＢ出力

● ● ＰＤＦＰＤＦおよびおよびＣＳＶＣＳＶ形式でログを自動発行形式でログを自動発行

● ● 設定・モニタ・データダウンロード用のソフトウェアを付属設定・モニタ・データダウンロード用のソフトウェアを付属

● ● ＦＤＡ２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１ＦＤＡ２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１に適合したソフトウェアオプションに適合したソフトウェアオプション

●  ●  ＬＣＤディスプレーおよびＬＥＤで電源・データロギング・アラーム状態をＬＣＤディスプレーおよびＬＥＤで電源・データロギング・アラーム状態を

表示表示

● ● 長寿命リチウムバッテリー長寿命リチウムバッテリー

● ● 優れた耐環境性優れた耐環境性

■ ■ 大メモリ容量５２６,０００データ大メモリ容量５２６,０００データ
（１要素、インターバル５分で５年超の長期記録が可能）（１要素、インターバル５分で５年超の長期記録が可能）

■３種のプローブ（本体固定/分離/内蔵）で幅広い用途に対応３種のプローブ（本体固定/分離/内蔵）で幅広い用途に対応
■ロギングスタート/ストップ、アラームしきい値の設定が可能ロギングスタート/ストップ、アラームしきい値の設定が可能
■付属ソフトウェアによるデータダウンロード・管理付属ソフトウェアによるデータダウンロード・管理
■ＡＣＣＲＥＤＩＡ（ＩＡＪａｐａｎ同等）校正証明も可能ＡＣＣＲＥＤＩＡ（ＩＡＪａｐａｎ同等）校正証明も可能
■取付け簡単な壁掛け式取付け簡単な壁掛け式

データロギングには便利な機能があります。前面のボタン操作により、マデータロギングには便利な機能があります。前面のボタン操作により、マ

ニュアルでロギングを開始/停止できるほか、ロギングを開始/停止する日時ニュアルでロギングを開始/停止できるほか、ロギングを開始/停止する日時

を予めプログラムすることも可能です。また、開始ディレー機能により、手動を予めプログラムすることも可能です。また、開始ディレー機能により、手動

スタートボタンを押した後、設定したディレー時間で（ディレー時間が経過しスタートボタンを押した後、設定したディレー時間で（ディレー時間が経過し

た時点で）ロギングを開始できます。た時点で）ロギングを開始できます。

データロガーデータロガーＨＤ２０８ＨＤ２０８シリーズは、温度、相対湿度（ＲＨ）、露点のモニタにシリーズは、温度、相対湿度（ＲＨ）、露点のモニタに

使用するコンパクトなデータロガーです。当データロガーシリーズは、測定使用するコンパクトなデータロガーです。当データロガーシリーズは、測定

要素やプローブの種類が異なる様々なモデルを取り揃え、幅広い用途に要素やプローブの種類が異なる様々なモデルを取り揃え、幅広い用途に

使用できます。すべてのモデルについて、ＬＣＤディスプレーあり/なしが選使用できます。すべてのモデルについて、ＬＣＤディスプレーあり/なしが選

択可能です。択可能です。

モデル：　モデル：　

● ● １ＣＨ： 温度専用（モデルにより、内蔵型/本体固定型/ケーブル付分離１ＣＨ： 温度専用（モデルにより、内蔵型/本体固定型/ケーブル付分離

型センサ）型センサ）

● ● １ＣＨ： 相対湿度・温度用（本体固定型/ケーブル付分離型複合プローブ）１ＣＨ： 相対湿度・温度用（本体固定型/ケーブル付分離型複合プローブ）

用途：用途：

● ● 食料・医薬品・植物など腐敗しやすい物品の輸送・保存時のモニタ食料・医薬品・植物など腐敗しやすい物品の輸送・保存時のモニタ

● ● 研究・実験研究・実験

● ● 博物館・文書保管庫博物館・文書保管庫

ひとつの測定物理量に対して上限・下限のしきい値が設定でき、測定値がひとつの測定物理量に対して上限・下限のしきい値が設定でき、測定値が

予め設定されたしきい値を超えた場合、アラームが発せられます。予め設定されたしきい値を超えた場合、アラームが発せられます。

当データロガーはデータロギング後、収集データのグラフを記載した当データロガーはデータロギング後、収集データのグラフを記載したＰＤＦＰＤＦ

形式のレポートと、全測定値を記載した形式のレポートと、全測定値を記載したＣＳＶＣＳＶ形式のログを自動発行します。形式のログを自動発行します。

発行したＰＤＦファイルは、専用のソフトウェアを使用することなく、ＵＳＢポー発行したＰＤＦファイルは、専用のソフトウェアを使用することなく、ＵＳＢポー

ト経由でＰＣにコピーできます。当データロガーは、ＵＳＢフラッシュドライブト経由でＰＣにコピーできます。当データロガーは、ＵＳＢフラッシュドライブ

として認識されます。として認識されます。

当データロガーの基本アプリケーションソフトウェア当データロガーの基本アプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ‐ＳＨＤ３５ＡＰ‐Ｓは、デーは、デー

タロガーの設定、測定のリアルタイムモニタ、取得データのデータベースへタロガーの設定、測定のリアルタイムモニタ、取得データのデータベースへ

の転送を可能にします。当ソフトウェアは、ＵＳＢドライバのインストールなしの転送を可能にします。当ソフトウェアは、ＵＳＢドライバのインストールなし

でＰＣに接続できるため、すべてのバージョンのＷｉｎｄｏｗｓでＰＣに接続できるため、すべてのバージョンのＷｉｎｄｏｗｓ® ＯＳに適合し ＯＳに適合し

ます。ます。

アプリケーションソフトウェアのオプションアプリケーションソフトウェアのオプションＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１では、では、ＦＤＡＦＤＡ

２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１の要求事項に応じて、取得データのセキュリティやデータの要求事項に応じて、取得データのセキュリティやデータ

ロガー本体の設定を行うことができます。ロガー本体の設定を行うことができます。

内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ２、充電不可充電不可）による電源）による電源

供給。供給。

センサは予め工場で校正されており、ユーザーによる校正は不要です。必センサは予め工場で校正されており、ユーザーによる校正は不要です。必

要な場合は、アプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓを使用し、新規校要な場合は、アプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓを使用し、新規校

正を行えます。正を行えます。

すべてのモデルは、事前見積りにより、ＡＣＣＲＥＤＩＡの校正証明を受けるすべてのモデルは、事前見積りにより、ＡＣＣＲＥＤＩＡの校正証明を受ける

ことができます。ことができます。

ＭＩＮＩデータロガーＭＩＮＩデータロガー
温度・湿度・露点データロガー（ＦＤＡ２１ＣＦＲ適合）温度・湿度・露点データロガー（ＦＤＡ２１ＣＦＲ適合）  HD208 HD208
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アクセサリ：アクセサリ：

ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１ ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓのアドバンストバージョン、ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓのアドバンストバージョン、
ＦＤＡ２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１ＦＤＡ２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１に対応したデータロギングシステに対応したデータロギングシステ
ムの管理が可能。ムの管理が可能。

ＣＰ２３ＣＰ２３ 直接接続用ＵＳＢケーブル（本体側： ミニＵＳＢオスコネ直接接続用ＵＳＢケーブル（本体側： ミニＵＳＢオスコネ
クタ、ＰＣ側： ＵＳＢタイプＡオスコネクタ）。クタ、ＰＣ側： ＵＳＢタイプＡオスコネクタ）。

ＨＤ２０８.１３ＨＤ２０８.１３ データロガーの壁面取付け用アルミフランジデータロガーの壁面取付け用アルミフランジ

ＨＤ３５-ＢＡＴ３ＨＤ３５-ＢＡＴ３ 内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ２、
充電不可充電不可）、単３形、２極Ｍｏｌｅｘ ５２６４コネクタ。）、単３形、２極Ｍｏｌｅｘ ５２６４コネクタ。

ＨＤ７５ＨＤ７５ 相対湿度プローブテスト用７５％ＲＨ飽和剤相対湿度プローブテスト用７５％ＲＨ飽和剤
（φ１４ｍｍプローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付）。（φ１４ｍｍプローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付）。

ＨＤ３３ＨＤ３３ 相対湿度プローブテスト用３３％ＲＨ飽和剤相対湿度プローブテスト用３３％ＲＨ飽和剤
（φ１４ｍｍプローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付）。（φ１４ｍｍプローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付）。

ＨＤ１１ＨＤ１１ 相対湿度プローブテスト用１１％ＲＨ飽和剤相対湿度プローブテスト用１１％ＲＨ飽和剤
（φ１４ｍｍプローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付）。（φ１４ｍｍプローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付）。

相対相対

湿度湿度

センサセンサ 静電容量素子静電容量素子

測定範囲測定範囲 ０～１００％ＲＨ０～１００％ＲＨ

分解能分解能 ０.１％ＲＨ０.１％ＲＨ

精度精度

温度範囲１５～３５℃：温度範囲１５～３５℃：

±１.５％ＲＨ（０～８５％ＲＨ）/±２.５％ＲＨ（８５～１００％ＲＨ）±１.５％ＲＨ（０～８５％ＲＨ）/±２.５％ＲＨ（８５～１００％ＲＨ）

上記以外の温度範囲：上記以外の温度範囲：

±（２＋１.５％ｒｄｇ）％ＲＨ±（２＋１.５％ｒｄｇ）％ＲＨ

センサ動作温度センサ動作温度 -４０～＋８０℃（標準）-４０～＋８０℃（標準）

応答時間応答時間 Ｔ９０９０＜２０秒（気流速度２ｍ/ｓ、フィルタなし）＜２０秒（気流速度２ｍ/ｓ、フィルタなし）

温度ドリフト温度ドリフト ±２％（センサ動作温度全域にて）±２％（センサ動作温度全域にて）

長期間安定性長期間安定性 １％/年１％/年

温度温度

センサセンサ ＮＴＣ１０ｋΩ（２５℃にて）ＮＴＣ１０ｋΩ（２５℃にて）

測定範囲測定範囲

-４０～＋１０５℃-４０～＋１０５℃

測定範囲は、使用するプローブの動作温度や、内蔵型測定範囲は、使用するプローブの動作温度や、内蔵型

センサ/本体固定型プローブの場合にはデータロガーのセンサ/本体固定型プローブの場合にはデータロガーの

最大動作温度（７５℃）により、制限されることがあります。最大動作温度（７５℃）により、制限されることがあります。

分解能分解能 ０.１℃０.１℃

精度精度
±０.３℃（０～７０℃）±０.３℃（０～７０℃）

±０.４℃（上記以外の測定範囲）±０.４℃（上記以外の測定範囲）

長期間安定性長期間安定性 ０.１℃/年０.１℃/年

データ保存インターバルデータ保存インターバル １/２/５/１０/１５/３０秒、１/２/５/１０/１５/３０/６０分１/２/５/１０/１５/３０秒、１/２/５/１０/１５/３０/６０分

保存可能な物理量保存可能な物理量

モデルにより：モデルにより：

●  温度  温度

- 内蔵型センサ/本体固定型プローブ/ケーブル付分離型- 内蔵型センサ/本体固定型プローブ/ケーブル付分離型

センサセンサ

 - 平均動態温度（ - 平均動態温度（ＭＫＴＭＫＴ、製品の分解が温度変動により生じ、製品の分解が温度変動により生じ

る実際の分解と同等になる温度の計算値）る実際の分解と同等になる温度の計算値）

 - 温度ＣＨを二つ備えたモデル（内蔵型センサ/ケーブル付 - 温度ＣＨを二つ備えたモデル（内蔵型センサ/ケーブル付

分離型プローブ）では、通常の温度と平均動態温度の両分離型プローブ）では、通常の温度と平均動態温度の両

方を記録方を記録

● 相対湿度 相対湿度

● 露点 露点

● バッテリー電圧 バッテリー電圧

メモリ保存容量メモリ保存容量

フラッシュメモリを使用し、サイクルロギング（最新データによるフラッシュメモリを使用し、サイクルロギング（最新データによる

上書き更新）または、メモリ満杯時にロギングを停止します。上書き更新）または、メモリ満杯時にロギングを停止します。

ＰＤＦ形式のログはフラッシュメモリ内の保存データをもとに生ＰＤＦ形式のログはフラッシュメモリ内の保存データをもとに生

成されます。最大サンプル数（Ｎｓ）は以下の通り、保存されて成されます。最大サンプル数（Ｎｓ）は以下の通り、保存されて

いる物理量の数（Ｎｇ）により決定されます。いる物理量の数（Ｎｇ）により決定されます。

Ｎｓ=Ｎｓ=
９２１,６００９２１,６００

（１＋０.７５×Ｎｇ）（１＋０.７５×Ｎｇ）

例：　 ＞５２６,０００：　保存されている物理量が１（Ｎｇ=１のとき）例：　 ＞５２６,０００：　保存されている物理量が１（Ｎｇ=１のとき）

＞１４７,０００：　保存されている物理量が７（Ｎｇ=７のとき）＞１４７,０００：　保存されている物理量が７（Ｎｇ=７のとき）

アラームアラーム 一つの測定物理量に対して上限・下限のしきい値（設定可能）一つの測定物理量に対して上限・下限のしきい値（設定可能）

供給電源供給電源
内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ２、充電不可充電不可）、）、

単３形、２極Ｍｏｌｅｘ ５２６４コネクタ単３形、２極Ｍｏｌｅｘ ５２６４コネクタ

電池寿命電池寿命 データ保存インターバル３０秒にて代表値約２年データ保存インターバル３０秒にて代表値約２年

ＰＣ接続ＰＣ接続 ＵＳＢポート（ミニＵＳＢコネクタ）ＵＳＢポート（ミニＵＳＢコネクタ）

本体動作温度/湿度本体動作温度/湿度 -４０～＋７５℃/０～１００％ＲＨ（結露なきこと）-４０～＋７５℃/０～１００％ＲＨ（結露なきこと）

本体材質本体材質 ＡＢＳ（ＵＶ耐性）ＡＢＳ（ＵＶ耐性）

本体寸法（Ｌ×Ｗ×Ｈ）本体寸法（Ｌ×Ｗ×Ｈ）
ケース：　９０×７０×３０ｍｍケース：　９０×７０×３０ｍｍ

ＴＶモデル（本体固定型プローブ付）：　１３８×７０×３０ｍｍＴＶモデル（本体固定型プローブ付）：　１３８×７０×３０ｍｍ

保護等級保護等級 ＩＰ６４ＩＰ６４

重量重量 約１５０ｇ約１５０ｇ

取付け方法取付け方法 壁掛け壁掛け

■テクニカルデータテクニカルデータ

■ご注文コードご注文コード

ＨＤ２０８□.□□ＨＤ２０８□.□□

ＬＣＤＬＣＤ：
記号なし記号なし = = ディスプレーなしディスプレーなし
Ｌ = ＬＣＤディスプレー付= ＬＣＤディスプレー付

測定要素測定要素：
Ｎ = = 温度温度
１Ｎ１Ｎ = 温度および相対湿度= 温度および相対湿度

プローブのタイププローブのタイプ：
記号なし記号なし = = 内蔵温度センサのみ内蔵温度センサのみ
ＴＶＴＶ =  本体固定型下方プローブ=  本体固定型下方プローブ

（ＰＢＴ保護キャップ、ＳＳメッシュ）のみ（ＰＢＴ保護キャップ、ＳＳメッシュ）のみ

電源ＬＥＤ（ＰＯＷＥＲ（電源））電源ＬＥＤ（ＰＯＷＥＲ（電源））：　 データロガーの電源がＯＮのとき、１０秒ごとに短く点滅し：　 データロガーの電源がＯＮのとき、１０秒ごとに短く点滅し

ます。ます。

ロギングＬＥＤ（ＬＯＧ（ログ））ロギングＬＥＤ（ＬＯＧ（ログ）） ：　ロギング中、１０秒ごとに短く点滅します。 ：　ロギング中、１０秒ごとに短く点滅します。

アラームＬＥＤ（ＡＬＡＲＭ（アラーム））アラームＬＥＤ（ＡＬＡＲＭ（アラーム））：　 測定物理量がアラーム状態になった場合、１０秒：　 測定物理量がアラーム状態になった場合、１０秒

ごとに短く点滅します。ごとに短く点滅します。

Ｓ ＴＡＲＴ/ＭＯＤＥ（スタート/モード）ボタンＳ ＴＡＲＴ/ＭＯＤＥ（スタート/モード）ボタン：　短く押すと、表示される情報の種類が切り替：　短く押すと、表示される情報の種類が切り替

わります（測定値/日時/アラームしきい値/ロギング設定）。２秒以上押し続けると、マニュわります（測定値/日時/アラームしきい値/ロギング設定）。２秒以上押し続けると、マニュ

アルでロギングを開始します。ＬＣＤなしモデルでは、ＳＴＡＲＴ/ＭＯＤＥ（スタート/モーアルでロギングを開始します。ＬＣＤなしモデルでは、ＳＴＡＲＴ/ＭＯＤＥ（スタート/モー

ド）ボタンはＳＴＡＲＴ機能（ロギングスタート）のみに使用します。ド）ボタンはＳＴＡＲＴ機能（ロギングスタート）のみに使用します。

Ｓ ＴＯＰ/　　（ストップ/スクロール）ボタンＳ ＴＯＰ/　　（ストップ/スクロール）ボタン：　短く押すと、表示される要素が切り替わります：　短く押すと、表示される要素が切り替わります

（表示される情報の種類を切り替えるには、ＳＴＡＲＴ/ＭＯＤＥ（スタート/モード）ボタン（表示される情報の種類を切り替えるには、ＳＴＡＲＴ/ＭＯＤＥ（スタート/モード）ボタン

を操作します）。２秒以上押し続けると、マニュアルでロギングを停止します。ＬＣＤなしモを操作します）。２秒以上押し続けると、マニュアルでロギングを停止します。ＬＣＤなしモ

デルでは、デルでは、ＳＴＯＰ/　　（ストップ/スクロール）ボタンＳＴＯＰ/　　（ストップ/スクロール）ボタンはＳＴＯＰ機能ＳＴＯＰ機能（ロギングストップ）のみ（ロギングストップ）のみ

に使用します。に使用します。

■各部の機能各部の機能

ＬＣＤＬＣＤ

電源ＬＥＤ電源ＬＥＤ

ロギングＬＥＤロギングＬＥＤ

アラームＬＥＤアラームＬＥＤ

本体固定型プローブ（温度/相対本体固定型プローブ（温度/相対
湿度・温度用）（ＨＤ２０８□□.ＴＶ）湿度・温度用）（ＨＤ２０８□□.ＴＶ）



138 SAKAKI CORPORATION

ＰＤＦレポートの例：　グラフＰＤＦレポートの例：　グラフ

データロガーは各ロギングの最後に、自動的にＰＤＦ形式のログレポートを発行します。データロガーは各ロギングの最後に、自動的にＰＤＦ形式のログレポートを発行します。

レポートは、本体のＵＳＢポートを使用してＰＣにコピーすることができます。レポート発行中、レポートは、本体のＵＳＢポートを使用してＰＣにコピーすることができます。レポート発行中、

本体のディスプレーには“本体のディスプレーには“ＰｄＦＰｄＦ”と表示されます。”と表示されます。

レポートには、測定物理量をプロットしたグラフおよび、ロギングセッションの情報（ロギングレポートには、測定物理量をプロットしたグラフおよび、ロギングセッションの情報（ロギング

開始・停止時間/データ保存インターバル/取得サンプル数/アラームしきい値/各測定物開始・停止時間/データ保存インターバル/取得サンプル数/アラームしきい値/各測定物

理量の最小・平均・最大値）が含まれます。理量の最小・平均・最大値）が含まれます。

レポートには、レポートには、平均動態温度（ＭＫＴ）平均動態温度（ＭＫＴ）の演算結果も含まれます。ＭＫＴは製薬分野においの演算結果も含まれます。ＭＫＴは製薬分野におい

てコールドチェーンの評価指標として使用され、ロギングセッション中に得られた全ての温てコールドチェーンの評価指標として使用され、ロギングセッション中に得られた全ての温

度測定値の関数であるハインズ方程式に従って計算されます。度測定値の関数であるハインズ方程式に従って計算されます。

ＭＫＴは、食物や薬品などの生物由来の物質が保存中や輸送中に受ける温度の変動をＭＫＴは、食物や薬品などの生物由来の物質が保存中や輸送中に受ける温度の変動を

評価するために用いられ、対象期間（データロギング期間）に記録された実際の温度変評価するために用いられ、対象期間（データロギング期間）に記録された実際の温度変

化と同じ影響を生物由来の物質にもたらす、一定に保たれた場合の保存温度に相当しま化と同じ影響を生物由来の物質にもたらす、一定に保たれた場合の保存温度に相当しま

す。ＭＫＴの算出に必要なパラメータである活性化エネルギー値は設定可能です。す。ＭＫＴの算出に必要なパラメータである活性化エネルギー値は設定可能です。

グラフ中のアラームエリア（予め設定したしきい値を超えた値）はグレー表示されます。グラフ中のアラームエリア（予め設定したしきい値を超えた値）はグレー表示されます。

ＰＤＦファイルの発行に要する時間は取得データ量により異なり、数秒（取得データ量がＰＤＦファイルの発行に要する時間は取得データ量により異なり、数秒（取得データ量が

少ない場合）から約１分の幅があります。少ない場合）から約１分の幅があります。

注：　 ＰＤＦレポートは、フラッシュメモリに保存されたデータをもとに生成されます。フラッ注：　 ＰＤＦレポートは、フラッシュメモリに保存されたデータをもとに生成されます。フラッ

シュメモリ内のサンプル数は、ＣＳＶファイルの容量より少なくなることがあります（テクシュメモリ内のサンプル数は、ＣＳＶファイルの容量より少なくなることがあります（テク

ニカルデータのメモリ容量の欄をご覧ください）。ニカルデータのメモリ容量の欄をご覧ください）。

アプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓを使用して、ＰＤＦレポート発行の有無を切り替アプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓを使用して、ＰＤＦレポート発行の有無を切り替

えることができます。切り替えは、ＳＴＯＰ（ストップ）ボタン長押し後に電子基板上のリセットえることができます。切り替えは、ＳＴＯＰ（ストップ）ボタン長押し後に電子基板上のリセット

ボタン（バッテリーコネクタ上部）を押すことによっても可能です。ボタン（バッテリーコネクタ上部）を押すことによっても可能です。

■ＰＤＦレポートＰＤＦレポート

ＰＤＦレポートの例：　概要データＰＤＦレポートの例：　概要データ
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HD208 SN:15023723

HD208

HD208

測定値のモニタ測定値のモニタ デバイスの物理量の選択デバイスの物理量の選択

ユーザーの許可ユーザーの許可
（オプションＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１使用時のみ）（オプションＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１使用時のみ）

データベースの時間データベースの時間
インターバルの選択インターバルの選択デバイスの情報デバイスの情報

データベースデータベース

測定値のグラフ測定値のグラフ
測定データ測定データ

データロガーのＵＳＢポート保護カバーを外し、ケーブルデータロガーのＵＳＢポート保護カバーを外し、ケーブルＣＰ２３ＣＰ２３でＰＣに接続してください。でＰＣに接続してください。

ロギング中でなければ、データロガーはＰＣで通常のＵＳＢフラッシュドライブとして認識さロギング中でなければ、データロガーはＰＣで通常のＵＳＢフラッシュドライブとして認識さ

れ、ＰＤＦファイルおよびＣＳＶファイルの一覧がロギングセッションに関する情報と共に表れ、ＰＤＦファイルおよびＣＳＶファイルの一覧がロギングセッションに関する情報と共に表

示されます。示されます。

データロガーの内蔵メモリからＰＣのデータベースへのデータ転送は、オンラインマニュアデータロガーの内蔵メモリからＰＣのデータベースへのデータ転送は、オンラインマニュア

ルに従いアプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓを使用して行ってください。ＨＤ３５Ａルに従いアプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓを使用して行ってください。ＨＤ３５Ａ

Ｐ-Ｓでは、データベースへのマルチクライアント接続が可能です。ＰＣが接続されているＰ-Ｓでは、データベースへのマルチクライアント接続が可能です。ＰＣが接続されている

ローカルネットワークのリモートデータベースにデータを保存し、そのデータをソフトウェアＨローカルネットワークのリモートデータベースにデータを保存し、そのデータをソフトウェアＨ

Ｄ３５ＡＰ-Ｓによりネットワーク上の全てのＰＣで閲覧することができます。Ｄ３５ＡＰ-Ｓによりネットワーク上の全てのＰＣで閲覧することができます。

ロギング中、ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓで接続を実施し、リアルタイムで測定値を表示（モニロギング中、ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓで接続を実施し、リアルタイムで測定値を表示（モニ

タ）できますが、データロガー中のＰＤＦファイルおよびＣＳＶファイルをコピーすることはでタ）できますが、データロガー中のＰＤＦファイルおよびＣＳＶファイルをコピーすることはで

きません。きません。

ＰＣ接続用にＵＳＢドライバをインストールする必要はありません。ＰＣ接続用にＵＳＢドライバをインストールする必要はありません。

データロガーとＰＣの接続を終了するには、ＯＳの“ハードウェアの安全な取り外し”機能をデータロガーとＰＣの接続を終了するには、ＯＳの“ハードウェアの安全な取り外し”機能を

使用してください。データロガーをＰＣに接続していないときは、ＵＳＢポート保護カバーを使用してください。データロガーをＰＣに接続していないときは、ＵＳＢポート保護カバーを

もとに戻してください。もとに戻してください。

注：　 注：　 ロギングセッションの最後にＰＤＦレポートを発行している間、データロガーはＰＣにロギングセッションの最後にＰＤＦレポートを発行している間、データロガーはＰＣに

応答しません。データロガーのＰＤＦファイル保存が完了するまで待ってください。応答しません。データロガーのＰＤＦファイル保存が完了するまで待ってください。

ソフトウェアのオプションソフトウェアのオプションＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１では、基本ソフトウェアの機能に加え、ＦＤＡでは、基本ソフトウェアの機能に加え、ＦＤＡ

２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１の推奨に対応した記録データの保護とデータロガーの設定が可能です。２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１の推奨に対応した記録データの保護とデータロガーの設定が可能です。

詳しくは以下の機能が追加されます。詳しくは以下の機能が追加されます。

　●  ＨＤ３５ＡＰ-Ｓで実行されるアクティビティが追跡可能（監査証跡）。例えば、接続した  ＨＤ３５ＡＰ-Ｓで実行されるアクティビティが追跡可能（監査証跡）。例えば、接続した

ユーザー、データロガー設定の変更内容など。ユーザー、データロガー設定の変更内容など。

　●  データロガーの設定・データベースのデータ閲覧に対するユーザーのアクセス管理。  データロガーの設定・データベースのデータ閲覧に対するユーザーのアクセス管理。

ＨＤ３５ＡＰ-Ｓの使用に際し、ユーザー毎に異なるパスワードを割り振ることができまＨＤ３５ＡＰ-Ｓの使用に際し、ユーザー毎に異なるパスワードを割り振ることができま

す。また、３段階のアクセスレベル（管理者/上位ユーザー/標準ユーザー）が存在し、レす。また、３段階のアクセスレベル（管理者/上位ユーザー/標準ユーザー）が存在し、レ

ベル毎に実行可能な操作を制限できます。ベル毎に実行可能な操作を制限できます。

アドバンストモードを有効にするには、ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１オプションのハードウェアキーアドバンストモードを有効にするには、ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１オプションのハードウェアキー

を接続する必要があります。ハードウェアキーは、ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓがインストーを接続する必要があります。ハードウェアキーは、ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓがインストー

ルされているＰＣの同じローカルネットワークに接続することが可能です。（詳細はマニュルされているＰＣの同じローカルネットワークに接続することが可能です。（詳細はマニュ

アルを参照してください。）アルを参照してください。）

データロガーのパラメータ（日時/データロギングパラメータ/アラームしきい値/データ取得データロガーのパラメータ（日時/データロギングパラメータ/アラームしきい値/データ取得

要素）はＰＣ接続を行い、アプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓを使用することにより要素）はＰＣ接続を行い、アプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓを使用することにより

設定できます。設定は、専用のＰＤＦフォームを使用して行うこともできます（ソフトウェアＨ設定できます。設定は、専用のＰＤＦフォームを使用して行うこともできます（ソフトウェアＨ

Ｄ３５ＡＰ-ＳでＰＤＦフォームの使用を有効化してください）。Ｄ３５ＡＰ-ＳでＰＤＦフォームの使用を有効化してください）。

■ＰＣ接続ＰＣ接続

■アドバンストソフトウェアアドバンストソフトウェア

■設定設定


